
解答例社会 中学校第１学年 ⑥ 【活用問題】

( )組 氏
中世後期（民衆の生活の変化）

( )番 名

志保さんたちのクラスでは、中世後期（室町時代）の学習を終えた後、時代の特色を

テーマごとにまとめることになり、志保さんは「民衆」の視点からレポートを作成しよ

うと考え、様々な資料を集めました。次の は、集めた資料をもとに志保さんが作資料１

成したレポートの下書きです。 に関する後の各問いに答えなさい。資料１

資料１ 志保さんが作成したレポートの下書き
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様々なことを幕府に要求する一揆が起きることもあった。

「惣」や「自治都市」などの自治的な組織ができた。

有力商人を保護する政策に 農業技術の進歩により、農

より、商業が発達した。 業生産が向上した。

(1) 右の 中の「幕府、領主、貴族、資料２

寺社」は、座や土倉・酒屋に独占を認

める代わりに、どのような見返りを受

けていたのか （ ）に適する文。 ①

を書きなさい。

税（営業税）を納めさせること

で利益を得ていた。

(2) 下の想像図も参考にしながら、右の

の（ ）に適する自治都市資料３ ②

の名を、次から一つ選んで書きなさい。

都市名
安土 博多
あ づ ち は か た

堺堺 大阪
さかい

図： ② ）の都市の様子（

志保さんの構想メモＢ

志保さんの構想メモＡ

「耶蘇会士日本通信」
や そ

（ ② ）の町は甚だ広大にして大なる商人多数あ
はなは

り。この町はベニス市(イタリアの都市)の如く執政
ごと しっせい

。 、 （ ）官(会合衆)によりて治めらる 日本全国 当 ②
かん え ごうしゅう

の町より安全な所なく、他の諸国において動乱ある

も、この町にはかつてなく…（中略）…皆平和に生

活し、他人に害を加ふる者なし。

(とうほう「資料日本史」より作成)

幕府、領主、貴族、寺社

座

（商人や職人の組合）

土倉・酒屋

（金融業者、金貸し）

（ ① ）

構想

メモＡ

原料の仕入れや

販売の独占を認

める。

営業の独占を認

める。

力をつけていった！

構想

メモＢ・Ｃ

港と堀に囲まれたこの町では、会合衆（えごう

しゅう）とよばれる３６人の有力な商工業者たち

の相談による町の運営が１７０年間も続いた。

構想

メモＣ

構想

メモＤ

大阪湾

堀

大仙古墳

資料３

資料２

資料２～５は、構想メモＡ～Ｄを構造的に示した下書きとなっていま

す。このようにダイナミックに時代を捉える力も必要です。

座や土倉・酒屋などがどのようにし

て力を付けていったのかを理解して

おく必要があります。

堺や博多などは寄合によって都市の政治が

行われ、自治都市として成長しました。



(3) 鎌倉時代に広まった二毛作に加え、
に も う さ く

資室町時代になると、近畿地方では

中の下線部にある「三毛作」も料４
さ ん も う さ く

行われていた。

「三毛作」とはどのような農業か。

中にある朝鮮使節の日記「老資料４

松堂日本行録」の記述から読み取っ

て説明しなさい。

初夏から初秋にかけて「米 、初秋」

から初冬にかけて「そば 、初冬から」

初夏にかけて「麦」というように、一

年間で三つの異なる作物をつくるよう

な農業である。

(4) のように、この当時の一揆では、民衆が幕府に対して「徳政（徳政令）を求める」も資料５

のも多かった 「徳政（徳政令）を求める」とは、具体的にはどのようなことを要求していた。

のか、下の の下線部を参考にして、説明しなさい。資料６・７

借金を返さなくて良い（帳消しにする）ことを求めるものであった。

資料６ 正長の土一揆 資料７ 嘉吉の徳政一揆
しょうちょう つ ち い っ き か き つ

志保さんの構想メモＣ

次の技術などにより農業生産が向上した！

■ 肥料の工夫

■ 灌漑（かんがい）の工夫

■ 近畿地方での三毛作

※朝鮮使節、宋希璟の日記「老松堂日本行録」
ろ うしょうど う に ほ ん こ う ろ く そう き けい

日本の農家は、…（中略）…初夏に麦を刈りて稲

の種もみを種き、初秋に稲を刈りてそばを種き、初
ま ま

冬にそばを刈りて麦を種く。一つの沓（田）に一年
ま

に三たび種く。乃ち川の流れをせき止めて灌漑す
ま すなわ かんがい

れば水田となり、川のせきをきって田の水をなくせ

ば則ち乾田（畑）となる。
すなわ

(とうほう「資料日本史」より作成)

有力農民を中心とする「惣（村）」という自治

組織が成立していった。

志保さんの構想メモＤ

－｢柳生の徳政碑文｣－

正長元年より以前は、神戸四か郷に

負債あるべからず。
ふ さ い

(とうほう「資料日本史」より作成)

－｢建内記｣－

嘉吉元年、京都周辺の土民蜂起す。
か き つ ほ う き

、 、土一揆と号し御徳政と称し 借物を破り
わずかな銭を払って質入れしている品物を
強引に取り返す。

(とうほう「資料日本史」より作成)

民衆の力が強まったこの時代では、農民や武士たちが団結して一揆を起こすこ

とも少なくなかった。

1428年の「正長の土一揆」や1441年の「嘉吉の徳政一揆」などは、一般民衆が
しょうちょう つ ち い っ き か き つ と く せ い

幕府に対して「徳政（令 」を求めるダイナミックなものもあり、嘉吉の徳政一揆）

のように、幕府に徳政令を出させるのに成功したものもあった。

資料５

資料４

資料の内容をしっかりと読み取

ることが大切です。


